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研究成果の概要（和文）：本研究は，科学英語論文において，書き手のヴォイス (Voice) がどのような文体や
語彙で表現されているか，その言語資源の実態をメタ談話分析の理論的枠組みに基づいて分析し，科学英語論文
の書き手が読み手を導く修辞技法についての新たな知見を得ることを目的に実施された。Iや Weなどの一人称代
名詞，mightやcouldなどのHedge表現，remarkably, clearlyなどのBooster表現の出現頻度に着目する量的分析
に加えて，文脈を考慮した上での質的な分析により，科学論文における書き手のVoiceを先行研究より詳細に，
且つ体系的に説明したところに本研究の新規性がある。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to determine how writers of research articles
 convey their authorial voices. The focus is on the linguistic resources they use to convince 
readers of their claims. The study uses metadiscourse markers proposed by Ken Hyland and classifies 
authorial voice expressions into different categories based on their functions. The study's findings
 not only indicate the frequency of voice expressions such as hedges, boosters, and self-mentions in
 different disciplines but also how each expression is used in various rhetorical contexts.

研究分野：応用言語学，英語教育

キーワード： 英語科学論文　アカデミックライティング　書き手のヴォイス(Voice)　メタディスコースマーカー　論
文執筆支援　科学英語教材
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研究成果の学術的意義や社会的意義
科学英語論文において書き手がどのように読み手を導いているか，その修辞技法を体系的に説明した本研究は，
その知見を科学英語論文執筆の必要に迫られた学習者層(大学院生や若手研究者)を支援する教授法や教材開発に
活用することができる。また，科学論文の書き方を指導する立場にある教員にとっても，これらのリソースは有
益となる。どの分野・領域においても研究成果の国際的発信力の強化が求められている昨今，本研究から得られ
た知見は「研究成果を説得的に分かりやすく説明する」能力の育成につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  本研究では，書き手の Voiceを「読み手のニーズや書く目的に応じて文体やトーンを調節し

ながら書き手が読み手に伝えようとする自身の見方や考え」(DiPardo, Storms, & Selland, 2011)と

定義する。英語ライティング指導や評価において，Voiceは優れた文章に不可欠な要素とし

て， 内容，構成，文法と並び重視されている。先行研究では，物語や詩などクリエイティブ

ライティングおいて，書き手の主体性や自己表現の技法が調査されてきた (Elbow, 2007; Iida, 

2017)。しかし，科学論文のような学術的ジャンルにおいては，書き手の Voiceが注目されるこ

とは少ない。背景には「科学論文は客観的であるべきで，書き手の主観は排除すべき」といっ

た self-effacementの通説の存在があるかもしれない。しかし，読み手に向けたコミュニケーシ

ョンを意図した文章において，そもそも書き手の主観を完全に排除することはできるのかとい

う問題もある。本研究は，アカデミアの世界に広く浸透している「論文では主観を排除する」

という通説の信憑性を確かめるべく，科学論文で書き手が選択する言語資源の文体調査を行

う。Ken Hylandが提唱したメタディスコースマーカーの枠組みに基づき，書き手の Voiceを表

出する言語資源を抽出した上で機能別に分類する。得られた知見を，第二言語ライティング研

究ならびに国際的に通用する論文執筆に関する新たな科学英語教材の開発と支援体制の構築に

還元しようとするものである。 
 
 
２．研究の目的 
  本研究の主要な目的は，「科学論文では書き手の主観は排除すべき」という通説は 21世紀現

在の論文においても推奨される文体であるのかを検証することである。この主要な問いを探究

すべく 2つのリサーチクエスチョンを設定する。 

 

RQ1: 科学論文において，書き手は自身の Voiceをどのように表現しているか。その表現方法

は時代とともに変化しているのか。 

RQ2: 科学論文の文体やトーンについて，論文執筆の必要に迫られた研究者はどのようなビリ

ーフを持っているのか。リサーチの経験の浅い若手研究者とベテランの研究者の間でビリーフ

の違いはあるのか。 

 
 
３．研究の方法 
  RQ1に答えるためにまず，2020年刊行の科学論文を収容したコーパスを作成した。次に，同

一の学術誌内での論文の文体的特徴の通時的変化を明らかにすべく，1960年刊行の科学論文を

収容したコーパスを作成し，2020年刊行の科学論文と比較した。比較対象として 1960年の科

学論文を選んだ理由は，科学哲学の分野において「ポスト実証主義」の潮流が大きなうねりと

なって現れ始めた時期であり，それが科学論文の文体にも反映されるかもしれないと考えたか

らである。 分野については，自然科学から人文社会科学まで幅広い学術分野における文体を確

認すべく，医学，生物学，社会学，言語学の 4分野を選んだ。4分野それぞれのコーパスに

は，1960年版と 2020年版それぞれ 30本の論文が収容され，合計 240本，約 190万語から成る

多分野科学論文コーパスを構築した。 

  RQ2に答えるために，自然科学系の研究者 (N = 6)に対して半構造化インタビューを実施し

た。6名のうち 3名は，学位取得後 3年以内の，英語論文を執筆した経験の少ない若手研究



者，もう 3名は，研究者歴が 30 年以上，国際誌に 5本以上の英語論文を刊行した経験を持つベ

テラン研究者である。 

 
 
４．研究成果 

 自然科学系から人文社会科学系の学術分野を含む多分野科学論文コーパスを 1960 年と 2020

年で比較・分析した結果，We や I などの一人称代名詞から始まる文章の出現頻度は顕著に高

くなっており，「客観性を出すために一人称の使用は避ける」という伝統的な科学論文の規範

は，21 世紀型の科学論文ではその権威が薄れてきていることが明らかになった。また，定性的

分析から，一人称の後に続く伝達動詞に何を選ぶかによって，自身の解釈に対する確信の強さ

を示したり，自身の解釈が一つの見方にすぎないことを示したり，状況や目的に応じて確信の

度合いを調節しながら，書き手としての立場を慎重に読み手に伝えようとしていることが明ら

かになった。この結果は，科学論文における一人称の使用は，書き手が同じコミュニティに属

する読み手との関係性を構築する対人関係的機能の役割を果たす可能性を示唆している。 

  また，21世紀型の科学論文では，対象とした全ての分野において，書き手の確信度を弱める 

Hedgesの使用頻度が，確信度の高さを示す Boostersよりも高い頻度で使用される傾向があるこ

とが明らかになった。強調の標識である must (〜に違いない) や prove (証明する) といった書

き手が選択可能な立場を一つに絞る表現よりむしろ，might (〜かもしれない) や indicate (示唆

す る) といった断定的解釈の保留の表現の出現頻度が顕著に高くなったという発見は興味深

い。  

 自身の研究成果が新たな知として公に承認されるためには，書き手は，読み手は誰か，書く

目的は何か，どのような状況で書いているかを考えた上で最も適切な言語資源を選択する必要

がある。これは論文に限ったことではない。小説や新聞などのジャンルと同様に，科学論文

も，書き手と読み手の関係性によって構築される社会的プロセスなのである。社会的なプロセ

スである科学論文の書き手は客観的な科学の成果の中で主体性や主観性を表明している。こう

した書き手の役割についての認識は，研究者の経験値によって違いがあることがわかった。論

文執筆の経験の少ない若手の研究者は，書き手の存在を明示的に見せる書き方は論文の客観性

を下げるというビリーフを持っており，Weの使用，評価形容詞の使用を避けるべきものと捉

える傾向があることがわかった。対照的に，ベテランの研究者は，科学論文から客観性を完全

に排除することはそもそも不可能であると考える傾向にあり，Weや評価形容詞などの言語資

源だけでなく，図表の書き方，画像，計算式など多様な資源に書き手の主観性が表れていると

考える傾向にあった。また，ベテランの研究者は，研究のテーマやトピックに何を選び，誰を

調査対象とし，変数に何を選び，どのような研究方法を採用するかなどそのストーリーの見せ

方は研究者の主観に基づくというビリーフを持っていることも明らかになった。 

 研究実施期間に発表した研究業績は下記のとおりである。本研究から得られた知見は，根強

く浸透するアカデミックディスコースの再定義，および，研究者の国際的学術情報発信力育成

に向けた高年次英語教育支援開発への第一歩となることが期待される。 
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